
廃校後の跡地･施設の利活用にかかる検討の流れ（全体）・案 
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⑤利活用案の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マッチング 

③誰を対象とした 

施設とするか？ 

地域活動センター

涯学習施設 

④跡地・施設を何に 

活用してもらうか？ 

①学校及び周辺地域の 

特徴、利点等は何か？ 

①この枠内で、どのように利用

すれば有効活用が図れるか？ 

上の考え方に基づき、視察などにより事例研究を進める 

■利活用の方向性を検討するに当たっての視点 

事例研究の結果を踏まえ、学校跡地・施設の基本的な利活用の方向性を

検討し、利活用の方針を作成する。 

検討には、統合協議会だけでなく、地域の意見を意見交換会などを通し

て把握し反映する必要があること、また、方針の実現性を担保するには庁

内各課との調整も必要なことから、町長部局、教育委員会、統合協議会が

連携して進めることとする。 

■小学校統合協議会が終了後の組織について 

小学校統合協議会が終了後は、校名・通学・廃校利用部会を（仮称）廃

校後跡地・施設検討協議会と名称変更し、Ｈ３０年以降も引き続き跡地に

ついて検討する。 

■利活用の方向性を具体化するに当たっての視点 

学校跡地・施設の利活用方針に基づき、方向性を具体化し、計画を作成

する。これには全庁的な調整が必要なこと、また財政的な検討も必要な

ことから、町長部局が主体となって進めることとする。 

 

方向性の具体化にあたっては、学校跡地･施設を有効に利活用するた

め、利活用案を検討し、専門的知識を反映しながら、跡地･施設をどのよ

うに使用すればよいか。あるいは、跡地･施設にどのような改造が必要に

なるのかという視点で進める。 

 

⑦跡地・施設をどの

ように使用する

か？ 

⑧跡地・施設にど

のような改造が必

要になるか？ 

利 活 用 の 方 向 性 の 検 討 利 活 用 の 方 向 性 の 具 体 化 

②今、地域社会では、 

どのような需要（ニーズ） 

・課題があるか？ 
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平成 28 年度 

 

 視察等、事例研究 基本的な利活用の方向性の検討 利活用の方向性の具体化(計画の作成) 

■視察等、事例研究を進めるに当たっての視点 

「川島町立小学校規模適正化計画」ならびに「第５次総合振興計画･後

期計画」に掲げられた諸施策に基づき、つぎの検討にかかる基本的な考え

方を掲げて、視察を中心に研究を進める。 

跡地活用の基本３本柱 

避難所 

生涯学習施設 α（その他の用途・利用） 

②左の３つ以外に何を付加すれば

より地域は活性化するか？ 
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視 察 等 、 事 例 研 究 

・検討にかかる基本的な考え方 

報告結果から 

学校跡地･施設を有効に利活用するには、また、地域活

性化に繋げるには、①学校及び周辺地域の特徴、利点等は

何か、②今、地域社会ではどのようなニーズ･課題がある

か について、地域住民との意見交換を通じ、学校跡地･施

設を、③どのような人たちに、④どのようなことに利活用 

を検討する必要がある。 

意見取り 

まとめ 

方向性 

検討 

意見取り

まとめ 
報告 利活用案の検討 

統
合
協
議
会 

 (仮称)廃校後跡地・施設検討協議会 
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平成 30 年３月 31 日 
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地域からの意見 

意見交換会（ワークショップなどを）を通し把握する 
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